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  梅原圭二・高橋光彦 365（ 4）
歩行可能な脳性麻痺患者における選択的股関節筋解離
術後の股関節内外転筋力の変化―小児と成人におけ
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法との比較―単盲検準ランダム化比較試験
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  宮🔗🔗🔗🔗🔗🔗🔗🔗🔗🔗🔗🔗🔗🔗
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2026/09/17 10:20:08



ＰＴジャーナル・第 49巻・総目次・2015年（第 1号～第 12号） v（ ）

  ・中江徳彦 964（10）

［ひろば］ 

研究開発分野で理学療法士として働く―ダイバーシ
ティ環境での専門性の活かし方

  安田和弘 174（ 2）
一歩一歩の積み重ね 垣内優芳 545（ 6）
オランダで CVAidをみてきました
  中谷知生 581（ 6）
これからの地域社会から求められる理学療法士像を考
える 大原佳孝・池田耕二 1058（11）

［甃のうへ］ 

　22．多くの人に支えられて在る“今”
 　 奥佐千恵 50（ 1）
　23．仕事を楽しむライフスタイル
 　 阿部美幸 148（ 2）
　24．経験はすべて自分の力に
 　 羽田冨美江 332（ 4）
　25．めぐり合ったすべての人に感謝を
 　 奥山夕子 446（ 5）
　26．母への恩 小玉美津子 542（ 6）
　27．美しいか，美しくないか 吉井智晴 644（ 7）
　28．俯瞰図を思い描く 八木麻衣子 736（ 8）
　29．教えることで気づくこと 佐藤美紀 832（ 9）
　30．心に残る「言葉」と「努力」は人生最大の「杖」
　　である 中島雅美 930（10）
　31．共に感じ，進む 中山裕子 1022（11）
　32．継続は力なり 肥田朋子 1114（12）

［新たな 50年に向けて　いま伝えたいこと］ 

　10．中屋久長  71（ 1）
　11．橋元　隆  175（ 2）
　12．鈴木　一  481（ 5）

［あんてな］ 

〔第 50回日本理学療法学術大会〕理学療法の 50年のあ
ゆみと展望―ようこそ記念大会へ

  網本　和 441（ 5）
第 50回日本理学療法士協会全国学術研修大会 inいわ
てのご案内 及川龍彦 825（ 9）

［新人理学療法士へのメッセージ］ 

諦めの悪い教育者に 奥埜博之 330（ 4）
寄り添える理学療法士に‼ 下斗米貴子 438（ 5）

向上心と客観性を胸に 河方けい 540（ 6）

［初めての学会発表］ 

受け身から卒業するために 可児拓也 728（ 8）
基礎研究という選択 大塚章太郎 822（ 9）
新たな挑戦 福島沙季 924（10）

［学会印象記］ 

〔World Confederation for Physical Therapy Con-
gress 2015〕WCPT 2015に参加して

  曽田武史 640（ 7）
〔World Confederation for Physical Therapy Con-

gress 2015〕世界は身近になってきている
  甲田宗嗣 731（ 8）
〔第 50回日本理学療法学術大会〕新たなる可能性への
挑戦 櫻田義樹 862（ 9）

〔第 52回日本リハビリテーション医学会学術集会〕多
様な専門性をつなぐ，学際的なリハビリテーション
医学の役割を感じた学会 小林量作 865（ 9）

〔World Confederation for Physical Therapy Con-
gress 2015〕さまざまな経験をすることができた学

　会発表 宮澤大志 868（ 9）
〔第 49回日本作業療法学会〕将来を見据えるための「温
故知新」 岩井信彦 928（10）

〔全国地域リハビリテーション合同研修大会 in茨城
2015〕「人生の応援団」の一員として

  岡持雄大 1045（11）

［文献抄録］ 

tDCSによる前頭葉前部皮質興奮性修飾がアルコール
依存症患者に与える影響：無作為対照化試験

  石倉　隆 92（ 1）
急性期脳卒中リハビリテーションの運動機能改善に陰
極刺激 tDCSは無効である 石倉　隆 92（ 1）

一般診療所における非外傷性の膝症状を有する成人の
6年間の経過と予後予測―前向きコホート研究

  内田茂博 93（ 1）
尿失禁予防のための妊娠中における骨盤底筋トレーニ
ング―単盲検無作為化比較試験

  平元奈津子 93（ 1）
ラット下肢固定後の速筋・遅筋のリハビリテーション
における遠心性収縮運動効果 梛　千磨 180（ 2）

Wistar系ラットの足関節に及ぼす不動化と再可動化
の影響 梛　千磨 180（ 2）

周期的な求心性および遠心性収縮による凖最大強度の
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筋性負荷がウサギ軟骨細胞の生存率に及ぼす影響
  小澤淳也 181（ 2）
有限要素解析による大腿骨顆間窩への膝前十字靱帯の
インピンジメント 加藤茂幸 181（ 2）
皮質脊髄路と後視床放線に損傷のない小児期片麻痺患
者における内側毛帯の損傷 藪中良彦 276（ 3）
脳性麻痺児に対する介入の系統的レビュー：エビデン
スの現状 藪中良彦 276（ 3）
変形性関節症における疼痛のメカニズム：中枢性疼痛
の役割とその治療に向けた現在の取り組み

  坂ゆかり 277（ 3）
変形性膝関節症における疼痛経験の帰結に関連する要
因 田中　亮 277（ 3）
無酸素性作業閾値と二重積の屈曲点または仕事率の関
連性 大槻桂右 374（ 4）
収縮性心不全のための運動トレーニング：コクラン系
統レビューとメタ分析 大槻桂右 374（ 4）
慢性骨盤痛患者に対する理学療法評価：無作為化試験
  平元奈津子 375（ 4）
脳卒中後片麻痺者の歩行の動的不安定性
  山𠒴𠒴𠒴 375（ 4）
両下肢アキレス腱の力学的および形態学的特性の非対
称性 清田直恵 486（ 5）

健常歩行における対称性と肢の優位性：総説
  清田直恵 486（ 5）
変形性関節症では触覚の鋭敏さは破綻するが，運動イ
メージパフォーマンスの混乱には関連がない

  内田茂博 487（ 5）
筋力低下と関節炎症がウサギの変形性膝関節症の発症
や進行に及ぼす影響 小澤淳也 487（ 5）

パラリンピックレースにおけるクロスカントリーシッ
トスキーの運動学的分析 島　雅人 582（ 6）
軽度知的障がい児と境界領域の知的機能を有する子供
の運動能力について 島　雅人 582（ 6）
前十字靱帯再建術後 2年間における再受傷率
  加藤茂幸 583（ 6）
サルコペニアを合併した肥満におけるタンパク質代謝
回転の異常と運動に対する同化の抵抗性

  坂ゆかり 583（ 6）
パーキンソン病治療における経頭蓋直流電気刺激
  岩田　篤 676（ 7）
脳卒中後の歩行練習が歩行とセルフケアに及ぼす影
響―無作為化比較試験によるシステマティックレ
ビューおよびメタアナリシス 岩田　篤 676（ 7）
妊娠中の歩行における生体力学的分析

  平元奈津子 677（ 7）
脳卒中後の日常生活活動の帰結に関する早期予測―シ
ステマティックレビュー 田中　亮 677（ 7）
前十字靱帯再建術後の膝運動力学の非対称性を床反力
によって予測する 佐藤睦美 770（ 8）

前十字および後十字靱帯再建患者の回旋動作における
生体力学的比較 佐藤睦美 770（ 8）

地域在住の慢性的な変形性膝関節症患者を対象とした
対処戦略の予後予測 内田茂博 771（ 8）

大腿直筋神経ブロックは脳卒中患者の反張膝を改善す
るか？―運動学的および筋電図学的研究

  山崎貴博 771（ 8）
股関節および体幹の人工的なスティフネス増大がヒト
のバランス制御に及ぼす影響

  伊禮まり子 874（ 9）
腰椎の運動は支持面の外乱後の姿勢回復のために重要
である 伊禮まり子 874（ 9）

膝関節拘縮の自然回復における関節性要因および筋性
要因の量的・時間的相違：ラットモデルでの結果

  小澤淳也 875（ 9）
前十字靱帯損傷における男女の解剖学的リスクファク
ターについて 加藤茂幸 875（ 9）

パーキンソン病のトレーニング成果：システマティッ
ク・レビュー 牧之瀬一博 968（10）

適度なインターバルトレーニングは，パーキンソン病
患者の血清脳由来神経栄養因子を増加させ，炎症を
減少させる 牧之瀬一博 968（10）

有酸素運動と減量による骨格筋の毛細血管の増加に
よって成人の耐糖能異常患者のインスリン感受性が
改善する 坂ゆかり 969（10）
変形性膝関節症罹患者における運動療法と痛覚感受性
の軽減との関連：ランダム化比較試験

  田中　亮 969（10）
急性単独後十字靱帯損傷に対する動的前方引き出し装
具による治療 境　隆弘 1062（11）

後十字靱帯損傷：機能的なリハビリテーションと術後
のリハビリテーション 境　隆弘 1062（11）

エクササイズおよび骨盤支持ベルトを用いた妊娠中の
恥骨結合機能不全に対する治療法

  平元奈津子 1063（11）
脳卒中生存者と高齢者の方向転換能力への二重課題の
影響 山𠒴𠒴𠒴 1063（11）
関節リウマチにおける理学療法に関する診療ガイドラ
インの質の評価：系統的レビュー

  井上　悟 1162（12）
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関節リウマチと女性の骨折発生率：症例対照研究
  井上　悟 1162（12）
関節軟骨の糖化は軟骨細胞の生体力学的反応を軟骨深
度依存的に変化させる 小澤淳也 1163（12）
不眠症を有する変形性膝関節症罹患者の睡眠，痛みの
破局的思考，および中枢性感作

  田中　亮 1163（12）

［資料］ 

2015年リハビリテーション領域関連学会  77（ 1）

［書評］ 

宮下　智（著）『動きの質を高めるスリー・ステップ・コ
ンディショニング―最高のパフォーマンスを引き出
すために』 小林寛和 49（ 1）
石川　朗（総編集）╱解良武士・玉木　彰（責任編集）『運
動療法学―15レクチャーシリーズ　理学療法テキ
スト』 高橋仁美 147（ 2）

Eva Bower（編著）╱上杉雅之（監訳）『脳性まひ児の家庭
療育（原著第 4版）』 高田　哲 171（ 2）

伊藤俊一（監修）╱隈元庸夫・久保田健太（編集）『PT・
OTのための測定評価DVD Series 6　整形外科的検
査』 青木一治 173（ 2）

伊藤隆夫・斉藤秀之・有馬慶美（編集）『図解訪問理学療
法技術ガイド―訪問の場で必ず役立つ実践のすべ
て』 友清直樹 265（ 3）

Jung Sun Hong（著）╱紀伊克昌（監訳）・金子断行（訳）
『正常発達（第 2版）―脳性まひの治療アイディア』

  山川友康 273（ 3）
マリー・ダナヒー，マギー・ニコル，ケイト・デヴィッ
ドソン（編）╱菊池安希子（監訳）╱網本　和，大嶋伸雄
（訳者代表）『臨床が変わる！　PT・OTのための認
知行動療法入門』 仙波浩幸 274（ 3）
潮見泰藏（監修）╱今井　樹（著）『脳卒中後の運動機能回
復レビュー―PT・OTが知っておきたい基礎知識』

  臼田　滋 329（ 4）
鈴木重行（編著）╱平野幸伸・鈴木敏和（著）『ID触診術
（第 2版）―Individual Muscle Palpation』

  沖田　実 363（ 4）
奈良　勲（編集主幹）╱木林　勉・河野光伸・大西秀明・
影近謙治（編集）『実学としてのリハビリテーション
概観―理学療法士・作業療法士のために』

  岡西哲夫 437（ 5）
廣瀬秀行，清宮清美（編著）『障害者のシーティング』
  杉元雅晴 473（ 5）

平川淳一・林　光俊・仙波浩幸・上薗紗映（編集）『精神
科・身体合併症のリハビリテーション―総合的な治
療計画から実践まで』 半田一登 539（ 6）

伊藤俊一（監修）╱久保田健太・隈元庸夫（編集）『PT・
OTのための測定評価DVD Series 7　片麻痺機能検
査・協調性検査』 望月　久 565（ 6）

内　昌之，高橋哲也（編集）『「なぜ」から導く循環器疾
患のリハビリテーション―急性期から在宅まで』

  神津　玲 639（ 7）
杉本和隆（監修）╱美𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚𝎚
のリハビリテーション―術前・周術期・術後のガイ
ドブック』 加藤　浩 665（ 7）
杉本勝正（監修）╱林　典雄（著）『運動療法のための運動
器超音波機能解剖―拘縮治療との接点』

  小柳磨毅 727（ 8）
福井　勉・神津　玲・大畑光司・甲田宗嗣（シリーズ編
集・責任編集）『＜理学療法MOOK＞　17　理学療
法技術の再検証―科学的技術の確立に向けて』

  佐藤房郎 735（ 8）
玉木　彰・高橋仁美（編著）『リハビリテーション・ポ
ケットナビ―今日からなれる！　評価の達人』

  松永篤彦 769（ 8）
森岡　周（著）『発達を学ぶ―人間発達学レクチャー』
  浅野大喜 821（ 9）
野村卓生（著）『糖尿病治療における理学療法―戦略と
実践』 市橋則明 861（ 9）

清野　裕・門脇　孝・南條輝志男（監修）╱大平雅美・石
黒友康・野村卓生（編集）『糖尿病の理学療法』

  内山　靖 923（10）
杉元雅晴（編集）『理学療法士のための在宅療養者の診
かた―評価をプログラムに反映させる』

  吉元洋一 953（10）
新田　收（著）『発達障害の運動療法―ASD・ADHD・

LDの障害構造とアプローチ』 小塚直樹 967（10）
内山　靖（総編集）╱網本　和・臼田　滋・高橋哲也・淵
岡　聡・間瀬教史（編）『今日の理学療法指針』

  居村茂幸 1046（11）
鈴木隆雄（監修）╱島田裕之（編）『基礎からわかる軽度認
知障害（MCI）―効果的な認知症予防を目指して』

  小野　玲 1059（11）
樋口貴広・建内宏重（著）『姿勢と歩行―協調からひも
解く』 木藤伸宏 1061（11）

ポケット版 PT臨床ハンドブック（第 2版）
  隈元庸夫 1145（12）
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［付録］ 

すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 1）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 2）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 3）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 4）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 5）

すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 6）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 7）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 8）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（ 9）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（10）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（11）
すぐ使える‼　姿勢・動作　ポーズ集  巻頭（12）
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